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「
虫
送
り
」
は
稲
な
ど
に
つ
く
病
害
虫
の
防
除
と
豊
作
を
祈
願
す

る
伝
統
行
事
で
す
。
減
反
や
農
薬
の
普
及
で
行
事
を
行
う
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
治
市
伯
方
島
の
主
な
農
業
は
柑
橘
と
花
栽
培
。
現
在
、
米
作
り

を
し
て
い
る
の
は
北
浦
地
区
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
で
は
田
植

え
後
、
ま
た
柑
橘
類
の
病
害
虫
防
除
後
の
６
月
第
３
土
曜
日
に
江
戸

時
代
か
ら
続
く
「
虫
送
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
の
午
後
、「
虫
送
り
」
の
主
役
・
手
作
り
の
舟
「
豊
年
丸
」

が
安
置
さ
れ
た
善
福
寺
に
住
民
ら
が
集
ま
り
ま
す
。
舟
に
は
船
頭

人
形
、
虫
食
い
野
菜
や
害
虫
を
積
載
。
住
職
の
読
経
、
住
民
ら
約

50
人
は
車
座
で
直
径
約
５
ｍ
の
大
数
珠
を
回
し
て
祈
り
ま
す
。
そ
の

後
、
地
区
の
境
界
な
ど
に
お
札
を
立
て
ま
す
。
参
列
者
は
「
と
い
ぼ

な
ー
」
と
唱
え
つ
つ
舟
を
先
頭
に
地
神
さ
ん
ら
を
ま
わ
り
な
が
ら
海

岸
ま
で
約
２
㎞
、
１
時
間
を
歩
き
ま
す
。
北
浦
港
で
災
障
消
除
を
念

じ
、
舟
を
流
し
ま
す
。
掛
け
声
の
「
と
い
ぼ
な
ー
」
は
、
一
説
に
は

ト
オ
ビ
ョ
ウ
岬バ

ナ

の
向
こ
う
ま
で
流
れ
て
い
く
よ
う
願
う
言
葉
と
も
い

わ
れ
、
人
々
は
遠
ざ
か
る
舟
を
見
送
り
ま
す
。

　

翌
日
曜
日
は
農
休
み
。
ゆ
っ
く
り
と
か
ら
だ
を
休
ま
せ
、
ご
馳
走

を
つ
く
り
五
穀
豊
穣
を
祈
り
過
ご
し
ま
す
。
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
に

息
づ
く
豊
か
な
島
の
風
景
で
す
。
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今治市波方町

虫
送
り

（
今
治
市
伯
方
町
北
浦
地
区
）

▼

豊
年
丸
は
長
さ
約
１
ｍ
、
葦
や
板
で

作
ら
れ
る

▼

太
鼓
の
音
を
響
か
せ
て
、
海
ま
で
の

行
列

▼

波
静
か
な
海
上
を
は
る
か
彼
方
へ
と
向
か
う
豊
年
丸



今月の表紙

　なれない通学にドキドキだった新入生
たちもだんだんとなじんできたようで
す。降っていた雨もやみ、気分はお天気
のように晴れやか～な学校帰り。列車を
待ちわびる子どもたちはアジサイの葉に
カタツムリを見つけたり、プラットホー
ムの向こう側で田植えをしているおじさ
んたちにもごあいさつ。列車を降りれば
お母さんのうれしいお迎えが待っていま
す。

●表紙：梅雨の中休み
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.138

虫送り（今治市伯方町北浦地区）

●2　 　〈特集〉

	 24年度生産・販売・購買一体事業の
	 取り組み②（果実・野菜花き編）

	 コアモデル事業を普及拡大し
　　産地基盤の強化を進めます
●7　　 THE・ねっとわーく

●11　　 統計BOX

●12　　  ふるさと  ESSAY  VOL.206

夢をかたちに
～女性の自立をめざして～
山下　由美さん

●14　　 TOPIC NEWS

●15　　 なんでもBOX

●17　　 私たちがTACです
 がんばります！ 愛媛のTAC

●18　　 JAふるさと自慢Vol.138「直売所めぐり」

 小野青空市・堀江ふれあい市
	 　　　　　　　　		～JA松山市～
●20　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING 〈今月の素材〉新生姜

June 2012

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



売
実
証
、
④
新
品
種
「
エ
ク
リ
ー
ク
65
」

（『
ひ
め
ル
ビ
ー
』）
の
栽
培
指
針
作
成
に

向
け
た
栽
培
実
証
と
普
及
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
、
⑤
新
資
材
の
ビ
ー
ル
酵
母
資
材
で
の

樹
勢
改
善
に
よ
る
増
収
及
び
品
質
向
上
試

験
、
⑥
柿
の
新
方
式
に
よ
る
脱
渋
試
験
、

⑦
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
防
護
・
罠
資
材
の

導
入
・
活
用
法
の
検
討
―
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
摘
果
剤
の
効
果
、
マ
ル

チ
ド
リ
ッ
プ
方
式
に
よ
る
品
質
向
上
、
レ

モ
ン
貯
蔵
性
の
試
験
な
ど
一
定
の
効
果
を

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
県
内
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、
第
３
期
「
生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
期
事
業
で
は
、
生
産
振
興
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
米
麦
・
果
実
・
野
菜
花
卉
の
作
物
別
に
「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
を
設

定
し
、
作
物
振
興
の
推
進
と
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
・
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
号
か
ら
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
の
23
年
度
総
括
と
24
年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
５
月
号
の
米
麦
事
業
に
続
き
、
果
実
事
業
と
野
菜
花
き
事
業
の
取
り
組
み
を
中
心
に
と
り
あ
げ
ま
す
。

　

23
年
度
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
22
年

度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
高
品
質
安

定
生
産
の
モ
デ
ル
実
証
と
し
て
、
①
摘
果

剤
の
省
力
化
・
隔
年
結
果
防
止
効
果
の
試

験
、
②
マ
ル
チ
ド
リ
ッ
プ
方
式
（
点
滴
潅

水
及
び
マ
ル
チ
被
覆
）
に
よ
る
品
質
向
上

実
証
、
③
レ
モ
ン
貯
蔵
性
試
験
と
試
験
販

　

果
実
事
業
で
は
、
①
周
年
供
給
体
制
の

確
立
、
②
高
品
質
安
定
生
産
対
策
、
③
新

品
種
の
着
実
な
産
地
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
規
格
販
売
な
ど
有
利
販
売
に
つ
な
げ

農
家
所
得
の
確
保
・
向
上
を
め
ざ
し
、「
生

産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
」
を
進
め
て

い
ま
す
。

〈
果
実
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
〉

　

�

販
売
を
見
据
え
高
品
質
安
定
生
産
対
策
や

　

新
品
種
・
技
術
の
普
及
め
ざ
す

特

集

◆特集：24年度生産・販売・購買一体事業の取り組み②（果実・野菜花き編）

コ
ア
モ
デ
ル
事
業
を
普
及
拡
大
し

産
地
基
盤
の
強
化
を
進
め
ま
す

2



れ
る
な
ど
、
一
定
の
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

23
年
度
は
、
気
象
要
因
に
よ
る
生
理
落

果
も
か
な
り
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
24
年
度
も
現
地
で
の
実
証
試

験
を
継
続
実
施
し
な
が
ら
、
現
地
で
の
普

及
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

②�

マ
ル
チ
ド
リ
ッ
プ
方
式
（
点
滴
灌
水
及

び
マ
ル
チ
被
覆
）
に
よ
る
品
質
向
上
実

証

　
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
管
内
で
、
主
力
の
宮
川

早
生
で
22
年
度
か
ら
２
年
間
実
施
し
て
い

ま
す
。
23
年
度
は
23
ａ
で
実
施
し
、
着
色

歩
合
９
分
以
上
の
割
合
は
34
％
と
、
対
照

の
２
％
に
比
べ
て
30
％
以
上
向
上
し
着
色

面
の
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

秀
品
率
は
４
・
２
％
と
対
照
の
１
・
８
％
に

比
べ
て
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
度
向
上
と
減
酸
効
果
に
つ
い
て
の
有

利
性
が
実
証
さ
れ
た
ほ
か
、
果
皮
の
き
め

も
細
か
く
な
る
な
ど
、
品
質
向
上
に
一
定

の
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
レ
モ
ン
貯
蔵
性
試
験
と
試
験
販
売
実
証

　

12
月
～
年
明
け
に
か
け
て
出
荷
集
中
で

相
場
が
低
迷
す
る
こ
と
か
ら
、
単
価
確

保
を
め
ざ
し
て
、
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
に

お
い
て
、
貯
蔵
性
試
験
と
試
験
販
売
を
実

施
し
ま
し
た
。
貯
蔵
性
及
び
貯
蔵
し
た
商

品
は
従
来
品
と
遜
色
な
く
販
売
さ
れ
る
な

得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
予
備
調
査
と
実

証
試
験
に
よ
り
、
地
域
に
応
じ
て
現
地
実

用
化
と
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

貯
蔵
技
術
や
「
エ
ク
リ
ー
ク
65
」
に
つ

い
て
は
正
品
率
の
向
上
、
安
定
し
た
単
価

と
経
営
収
支
の
確
立
等
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
に
果
樹
は
単
年

度
で
効
果
の
確
認
等
が
難
し
い
品
目
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
24
年
度
は
、
一
定
の

効
果
の
あ
っ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、規
模
・

普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
デ
ー

タ
の
蓄
積
、
実
施
時
期
や
使
用
方
法
な
ど

も
含
め
効
果
確
認
等
の
検
証
を
継
続
実
施

す
る
中
で
、
モ
デ
ル
実
証
の
方
向
性
を
見

極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①�

摘
果
剤
の
省
力
化
・
隔
年
結
果
防
止
効

果
の
試
験

　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
管
内
で
、
早
生
温
州
か

ら
普
通
温
州
に
か
け
て
、
摘
果
剤
（
フ
ィ

ガ
ロ
ン
、
タ
ー
ム
）
の
省
力
化
及
び
隔
年

結
果
防
止
効
果
の
試
験
を
実
施
し
、
摘
果

剤
の
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
（
１
２
５
件
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

早
生
温
州
に
つ
い
て
は
、
樹
勢
が
や
や

強
く
な
る
タ
ー
ム
に
よ
っ
て
肥
大
が
対
照

剤
に
比
べ
て
１
１
３
％
と
向
上
。
フ
ィ
ガ

ロ
ン
は
少
し
樹
勢
を
抑
え
る
こ
と
で
、
着

色
向
上
・
色
づ
き
の
面
で
効
果
が
確
認
さ

あるべき姿〈農業経営の確立〉
◦品目毎の周年生産体制による労働環境及び所得の安定
◦基本管理の徹底による連年の高品質安定生産及び所得向上

【販売対策】
◦�愛媛産の品種リレーによる売
り場の確保
◦メディアを活用した販売戦略
◦輸出対策
◦業務用加工品需要への対応
◦産地消費地交流の強化

【資材対策】
◦大口予約の強化
◦土壌診断等土づくり対策
◦新規資材の提案
◦低コスト資材の供給
◦企画販売等に対応した包装容器対策

【生産対策】
◦産地に応じた栽培技術の確立
◦高品質安定生産の実証普及
◦優良系統品種の販売対策
◦改植、高接ぎによる園地若返り
◦新規産地開発

【コアモデル実証】
◦�販売期間延長のための技
術開発
◦�灌水施設による品質向上
対策
◦新資材の導入実証
◦�キウイフルーツ等の新規・
増反

【平成23年の取り組み】
○高品質安定生産のモデル実証
◦�マルチ点滴灌水試験：糖度向上、減酸実証
◦�摘果剤試験：農家アンケートで評価を得た
◦�レモン貯蔵試験：貯蔵性の有効性を確認
◦�エクリーク65：栽培指針を作成、販売検証
◦新資材ビール酵母による発根促進試験
　温州みかん、不知火、野菜で効果実証
◦柿の脱渋試験：炭酸ガスの有効性を確認
◦�鳥獣害対策：講習会開催、防護・罠資材
の活用法検討

【平成24年度対策】
○優良系統新品種（紅まどんな等）対策
◦紅まどんな等の高品質生産モデル
◦企画販売等の実施
○キウイフルーツの新規・増反
◦�新規増反に対する初期導入経費への助成
支援
○新技術新品種実証対策
◦地域課題に対する実証支援

【平成24年の取り組み】
○高品質安定生産の実証・普及
◦マルチ点滴灌水：実用化に向け普及検討
◦摘果剤：新剤実用化試験に移管・継続
◦�レモン貯蔵試験：下期データ確認し普及
検討

◦�エクリーク65：経営収支を見極め、普及
判断

◦�新資材ビール酵母による発根促進試験
　篤農技術として試験継続
◦柿の脱渋試験：実用化に向け試験継続
◦鳥獣害対策：講習会を継続

めざすべき姿〈３年後の産地形成〉
◦�品種集約とリレー販売による季節を独占できる果樹産地の構築
◦�適地適作による産地集約及び優良品種導入による生産団地確立

実現方策　〜高品質安定生産のためのモデル事業〜

共　通　施　策

平成23年度総括と平成24年度対策 平成24年度対策

実現方策　〜産地開発・拡大〜

果実コアモデル事業概念図
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的
に
脱
渋
で
き
る
か
を
検
証
し
、
一
定
の

省
力
効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

⑦
鳥
獣
害
対
策

　

営
農
指
導
員
を
中
心
に
地
域
別
に
講
習

会
を
開
催
し
、
防
護
・
罠
資
材
等
の
導
入

活
用
法
等
を
検
討
し
ま
し
た
。
24
年
度
も

引
き
続
き
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

野
菜
・
花
き
関
係
で
は
、
基
幹
品
目
で

あ
る
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
な
す
の
果
菜

品
目
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の
露
地
品
目
に
つ
い

て
、
新
規
及
び
増
反
に
よ
る
面
積
拡
大
・

産
地
基
盤
の
強
化
を
め
ざ
し
、「
コ
ア
モ

デ
ル
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
は
、
企
画
販
売
の
充
実
と
Ｔ
Ａ

Ｃ
事
業
推
進
要
領
の
活
用
を
通
じ
て
、
基

幹
品
目
で
５
・
65�

ha
、
露
地
品
目
で
は

11
・
25�

ha
の
新
規
増
反
に
つ
な
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
果
菜
品
目
の
実
証
事
業
は
、
天

候
不
順
対
策
、
病
害
対
策
・
省
力
化
や
新

品
種
の
栽
培
つ
い
て
実
証
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
24
年
度
も
継
続
し
て
品
目
ご
と

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

①
基
幹
品
目
の
拡
大

　

23
年
度
は
、
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
な

す
で
増
反
目
標
５
ha
に
対
し
て
、
販
売
先

の
固
定
や
値
決
め
方
式
な
ど
企
画
販
売
の

ど
、貯
蔵
の
有
効
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

④�

新
品
種
「
エ
ク
リ
ー
ク
65
」（『
ひ
め
ル

ビ
ー
』）
の
実
証

　

普
及
を
め
ざ
し
て
栽
培
指
針
の
作
成
、

セ
ミ
ナ
ー
発
表
（
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
）

を
実
施
し
た
ほ
か
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集

（
３
９
８
点
）
に
よ
り
愛
称
を
『
ひ
め
ル

ビ
ー
』
に
決
定
（
商
標
登
録
申
請
中
）
し

た
ほ
か
、試
食
ア
ン
ケ
ー
ト（
２
３
０
件
）、

苗
木
生
産
（
約
５
０
０
本
）
や
生
果
試
験

販
売
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
搾
汁
試
験
（
約
１
ト
ン
）
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
は
、
限
定
し
た
産
地
化
に
向
け

て
、
生
産
及
び
流
通
面
・
関
係
先
へ
の
Ｐ

Ｒ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⑤�

ビ
ー
ル
酵
母
資
材
で
の
樹
勢
改
善
に
よ

る
増
収
及
び
品
質
向
上
試
験

　

23
年
度
か
ら
新
た
に
、
新
資
材
の
ビ
ー

ル
酵
母
資
材
に
よ
る
発
根
（
細
根
）
促
進

試
験
を
県
内
の
各
産
地
で
実
施
し
、
温
州

み
か
ん
、
不
知
火
、
ピ
ー
マ
ン
、
小
松
菜

等
で
実
施
し
、
品
質
向
上
や
収
量
増
加
な

ど
効
果
の
確
認
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

単
年
度
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
24
年

度
も
継
続
し
、
効
果
の
検
証
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

⑥
柿
の
脱
渋
試
験

　

慣
行
の
脱
渋
方
式
と
違
っ
て
、
ア
ル

コ
ー
ル
と
炭
酸
ガ
ス
に
よ
り
い
か
に
効
率

取
り
組
み
と
連
動
し
、新
規
増
反
面
積
は
、

き
ゅ
う
り
４
・
49�

ha
、
ト
マ
ト
０
・
５
ha
、

な
す
０
・
54�

ha
、
合
計
５
・
65�

ha
の
新
規
・

増
反
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
等
に
よ
る
面
積
減
少
も
あ
り
、

新
規
・
増
反
が
全
体
の
面
積
純
増
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
品
目
も
あ
り
ま
す
が
、
産

地
の
維
持
・
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

企
画
販
売
や
直
販
の
拡
充
を
図
り
つ
つ
、

継
続
的
に
新
規
増
反
対
策
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
23
年
度
は
、
天
候
不
順
の
影
響

で
出
荷
時
期
・
数
量
確
保
の
面
な
ど
で
企

画
販
売
と
の
連
動
が
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
産
地
基
盤
を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め

に
は
農
家
所
得
の
確
保
と
価
格
の
安
定
が

不
可
欠
で
あ
り
、
24
年
度
も
販
売
強
化
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

②
露
地
品
目
の
拡
大

　

23
年
度
は
、
玉
ね
ぎ
で
全
農
青
果
セ
ン

タ
ー
と
の
契
約
販
売
を
実
施
し
、
法
人
及

〈
野
菜
花
き
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み
〉

　

�

企
画
販
売
と
連
動
し
産
地
基
盤
強
化
に
取
り
組
む

特

集
◆特集：24年度生産・販売・購買一体事業の取り組み②（果実・野菜花き編）
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験
的
共
選
）
を
実
施
し
、
東
予
地
区
を
中

心
に
３
ha
の
新
規
増
反
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
工
業
務
用
玉
葱
産
地
拡
大
に
あ
た
っ

て
は
、
販
売
先
の
固
定
と
値
決
め
販
売
な

ど
を
通
じ
た
安
定
収
入
確
保
の
取
り
組
み

と
と
も
に
、
収
穫
か
ら
出
荷
ま
で
の
作
業

省
力
化
、
収
穫
時
期
の
米
麦
と
の
作
業
の

調
整
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
業
務
用
と
生
果
と
の
販
売

び
個
別
生
産
者
の
新
規
生
産
（
出
荷
量
52

ｔ
）
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
法
人
は
新
規
実

証
を
踏
ま
え
機
械
化
体
系
を
導
入
し
た
ほ

か
、
島
嶼
部
で
は
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一

環
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
里
芋
で
は
、
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
の

「
伊
予
美
人
」
を
核
に
広
域
産
地
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
間
連
携
に

よ
る
栽
培
技
術
研
修
及
び
販
売
対
策
（
試

あるべき姿〈農業経営の確立〉
◦�大規模経営体やＪＡ部会を通じた持続的経
営体の確保
◦安定経営可能な生産販売体制の構築

めざすべき姿〈３年後の産地形成〉
◦�規模拡大経営体の育成を核にした契約販売
量の拡大

◦玉ねぎ、里芋を軸とした契約取引の拡大

あるべき姿〈全農の支援体制〉
◦�愛媛チームとしてメリットある経営支援体
制の構築
◦�生産者の収益向上を目指した継続的生産対
策の実施
◦�販売力強化とコスト低減による生産者手取
りの最大化

【販売対策】
◦�契約販売対策の実
施（玉ねぎ・里芋等）
◦加工品開発の検討

【生産対策】
◦�面積拡大、反当収
量増加、労力低減
等に対するアプ
ローチ

◦�たばこ廃作、作物
転換対策の実施

【資材対策】
◦�販売資材及び生産
資材のコスト低減
対策：大口予約対
策、土壌診断、低
コスト総合資材提
案等

【販売対策】
◦�企画販売、直販の
拡大
◦�取引先ニーズに即
した物流体制の整
備

【生産対策】
◦�重点品目に絞った
対策の実施
◦�新技術実証、各種
研修会の充実によ
る品質収量の向上
　　　　　

【資材対策】
◦�販売資材及び生産
資材のコスト低減
対策：予約対策、
土壌診断、低コス
ト総合資材提案等

【平成23年度の取り組み】
○契約等露地品目の拡大
◦�目標11haに対し実績11.5ha。
玉ねぎで集落営農法人が機械
体系を導入。
◦�里芋伊予美人で３ha拡大。東
予広域で産地化が進展。
◦�課題：玉ねぎは収穫出荷での
省力が必要。里芋広域産地化
では共選の整備が課題。加工
業務用では一般販売との価格
差があり、省力化、面積拡大
による所得確保の意識づけが
重要。

【平成23年度の取り組み】
○果菜等基幹品目の新規・増反
◦�目標５haに対し実績5.7ha。企
画販売と連動しきゅうり、ト
マト等を拡大。
◦�課題：高齢化の中、面積減少
に対し産地維持のためにも新
規増反が重要。企画販売との
連動にはロット確保と重点品
目への絞込みが必要。
○新技術新品種実証
　�天候不順対策、病害対策など
を実施。
　�地域の課題に対応した実証継
続が必要。

【平成24年度対策】
○契約等露地品目の拡大
　品目：玉ねぎ、里芋等
　目標：新規20ha
　�対策：新規に対する初期導入
経費助成と省力機械化体系の
普及。

○タバコ廃作・作物転換対策
　�キャベツ、南瓜、里芋、きゅ
うり等

　�対策：新規・増反への初期導
入経費助成。

　�企画販売・直販対策、土壌診
断支援や低コスト資材供給。

【平成24年度対策】
○�基幹品目：きゅうり、トマト、
なす
　目標：5.5ha
　�対策：新規増反に対する初期
導入経費助成、企画販売・直
販対策の実施。
○新技術新品種実証対策　　
　�目標：天候不順、難防除・反
収向上等に対応した新技術新
品種実証。
　�対策：地域課題に対する実証
助成。
○ＪＡマーケティング調査支援
　�県外量販店等での調査支援と
助成。

　実現方策《契約等露地品目拡大対策》 実現方策《基幹品目基盤強化対策》

平成23年度総括と平成24年度対策 平成23年度総括と平成24年度対策

野菜花卉コアモデル事業概念図

（表１）　露地品目拡大

作型
実施
ＪＡ

H22
面積

（ha）

H23
面積

（ha）

新規
増反
目標

新規増反
面積（ha）

企画販売概要

玉 ね ぎ 冬春 ３ＪＡ 32.8 29.4

11ha

3.88 
◦加工業務及び契約販売への取組実施
　（H24年産として販売計画）

キ ャ ベ ツ 冬春 １ＪＡ 1.8 2.5 1.01 ◦県内量販店に向けた契約的販売の実施

ブロッコリー 冬春 １ＪＡ 14.8 15.2 3.89 ◦県外量販店に向けた企画販売の実施

一寸蚕豆 冬春 １ＪＡ 20.1 23.8 1.79 
◦ 関東量販店及び業務筋に対する値決め販

売の実施（H24年産として販売計画）

ほうれん草 冬春 １ＪＡ 0.2 0.8 0.68 ◦県内量販店へ向けての企画販売実施

小　計 69.7 71.7 11.25 

（表２）　基幹品目拡大

作型
実施
ＪＡ

H22
面積

（ha）

H23
面積

（ha）

新規
増反
目標

新規増反
面積（ha）

企画販売概要

き ゅ う り 夏秋 ４ＪＡ 70.8 75.6

５ha

4.49 
◦ 関西市場を通じた量販店への長期安定し

た県産きゅうりの売り場確保

ト マ ト 夏秋 2ＪＡ 24.4 23.8 0.50 
◦ 生協等に向けた企画販売の実施、及び量

販店向け買付販売の実施

な す 夏秋 2ＪＡ 3.6 3.9 0.54 
◦ 関西地区生協に対する価格固定値決め販

売の実施

ト マ ト 冬春 １ＪＡ 1.4 1.5 0.12 県内量販店に向けた企画販売実施

小　計 100.2 104.8 5.65 

【参考：平成23年度取り組み状況】

※H22面積及びH23面積：平成23年産出荷会議各ＪＡ提出数値より（実施ＪＡ分合算）
※玉ねぎ及び一寸蚕豆のH22面積は平成23年産面積、H23面積は平成24年産計画面積
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Ｔ
Ａ
Ｃ
と
は
、「
出
向
く
営
農
」
に
取

り
組
む
営
農
指
導
員
の
愛
称
で
す
。

　

23
年
度
は
、
５
Ｊ
Ａ
（
う
ま
、
西
条
、

周
桑
、
越
智
今
治
、
東
宇
和
）・
51
名
が

Ｔ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
出
向
く
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

は
、
１
人
当
た
り
登
録
担
い
手
数
１
０
０

件
、
月
訪
問
件
数
51
件
の
実
績
で
、
担
い

手
訪
問
活
動
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
役
員
・
部
課
長
・
Ｔ
Ａ
Ｃ

に
よ
る
週
・
月
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
定
例
化

し
、
担
い
手
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に

生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
で
の
生
産

拡
大
や
資
材
予
約
で
、
着
実
に
実
績
を
積

み
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
24
年

度
は
新
規
参
加
予
定
を
含
め
、
県
内
８
Ｊ

Ａ
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
が
進
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
は
コ
ア
モ
デ
ル

事
業
の
推
進
に
よ
る
実
績
積
上
げ
、
県

域
で
は
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
化
に
よ
る
コ
ア
モ

デ
ル
推
進
支
援
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
課
題

解
決
型
事
業
提
案
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

価
格
差
が
あ
る
た
め
、
業
務
用
契
約
栽
培

で
は
「
省
力
化
し
面
積
拡
大
す
る
こ
と
で

所
得
確
保
し
て
い
く
」
こ
と
を
生
産
者
に

理
解
し
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
は
、
玉
ね
ぎ
・
里
芋
を
中
心
と

し
て
、Ｔ
Ａ
Ｃ
事
業
推
進
要
領
を
通
じ
て
、

新
規
で
20�

ha
を
目
標
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
は
、
重
点
Ｊ
Ａ
を
設

定
す
る
中
で
、
加
工
業
務
用
新
規
産
地
の

拡
大
を
進
め
、
中
生
の
新
品
種
実
証
な
ど

生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
省
力
化
と
安
定
収

入
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
冷
蔵

玉
ね
ぎ
な
ど
既
存
産
地
の
維
持
拡
大
に
向

け
、
新
規
増
反
を
推
進
し
ま
す
。

　

里
芋
に
つ
い
て
は
、
選
果
機
・
移
植
機

な
ど
の
導
入
推
進
を
通
じ
て
、
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
タ
バ
コ
廃
作
・
作
物
転
換
対
策

と
し
て
、企
画
販
売
や
直
販
の
取
り
組
み
、

土
壌
診
断
支
援
や
低
コ
ス
ト
資
材
供
給
等

を
通
じ
て
、キ
ャ
ベ
ツ
・
南
瓜
・
里
芋
・
き
ゅ

う
り
等
地
域
に
適
し
た
作
物
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、「
生
産
・
販

売
・
購
買
一
体
事
業
」
の
コ
ア
モ
デ
ル
事

業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
24
年
度
か
ら
Ｔ

Ａ
Ｃ
を
核
と
し
た
普
及
拡
大
事
業
展
開
と

産
地
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
担
い
手
や

部
会
・
共
選
や
集
落
営
農
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
コ
ア
モ
デ
ル
事

業
に
参
加
す
る
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
の

ほ
か
、
販
売
と
連
動
し
た
新
規
・
増
反
運

動
の
展
開
並
び
に
資
材
予
約
推
進
、
新
技

術
等
実
証
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
産
地
振
興
の
た
め
の
事
業

要
領
に
つ
い
て
も
24
年
度
は
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
コ

ア
モ
デ
ル
事
業
要
領
」
と
し
て
集
約
し
、

Ｊ
Ａ
の
営
農
振
興
計
画
と
連
動
し
て
、
米

麦
・
果
樹
・
野
菜
花
き
で
の
生
産
拡
大
支

援
や
タ
バ
コ
廃
作
・
作
物
転
換
対
策
、
Ｊ

Ａ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
販
売
と
連

動
し
て
取
り
組
む
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
Ｊ
Ａ
の
営
農

振
興
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
核
と
し
て

コ
ア
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
生
産
拡
大
を
！

特

集
◆特集：24年度生産・販売・購買一体事業の取り組み②（果実・野菜花き編）
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

県
内
Ｊ
Ａ
代
表
者
の
声
を

事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
よ

う
と
、
５
月
２
日
、
Ｊ
Ａ

愛
媛
で
、「
系
統
経
済
事
業
意
見
交
換
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
11
Ｊ
Ａ
の
経
営
管
理

委
員
会
会
長
、
代
表
理
事
組
合
長
・
理
事

長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
全
農
本
所
か
ら
鈴
木
盛

夫
常
務
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
か
ら
部
長
以

上
の
幹
部
職
員
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
代
表

者
が
出
席
。
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
グ
ル
ー
プ

の
事
業
概
況
・
方
針
と
重
点
施
策
に
つ
い

て
報
告
・
説
明
後
、
Ｊ
Ａ
出
席
者
一
人
ひ

と
り
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
・
意
見
を
基
に
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◆
Ｊ
Ａ
代
表
者
か
ら
の
主
な
意
見

【
営
農
販
売
事
業
関
係
】

①�

生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
に
つ
い

て
努
力
し
て
い
る
の
は
わ
か
る
が
、
生

産
振
興
を
図
る
た
め
に
も
販
売
力
の
強

化
を
お
願
い
し
た
い
。

②�

柑
橘
は
、
販
売
の
仕
組
み
や
生
産
量
の

確
保
等
に
つ
い
て
１
Ｊ
Ａ
で
は
対
応
が

し
に
く
い
面
も
あ
り
、
県
内
Ｊ
Ａ
全
体

で
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
と
し
て
買
取
販
売
等
も
含
め

思
い
切
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
。

③�

全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
な
ど
市
場
に
な

企画課

Ｊ
Ａ
代
表
者
と
系
統
経
済
事
業
の

意
見
交
換
会
を
開
催

農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
な
ど
全
農
機
能
を

発
揮
し
て
多
様
な
販
売
方
法
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

②�

柑
橘
販
売
に
つ
い
て
は
、
一
部
品
目
で

Ｊ
Ａ
担
当
者
も
含
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
し
、
Ｊ
Ａ
販
売
、
県
域
で
ま
と
め

て
販
売
す
る
こ
と
も
含
め
て
方
向
性
を

出
し
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
い
。

【
畜
産
事
業
関
係
】

①�

養
豚
経
営
者
協
議
会
や
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア

イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
と
連
携
し
、
具
体
的
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

農
家
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
行
い
な

が
ら
農
家
個
々
の
生
産
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

�

銘
柄
牛
の
確
立
に
向
け
て
、
野
村
臨
時

家
畜
市
場
を
開
設
し
九
州
市
場
に
追
い

つ
く
ま
で
市
場
性
を
高
め
て
い
る
。
ま

た
、
販
売
面
で
も
、
神
戸
市
場
に
出
荷

す
る
４
等
級
以
上
の
牛
に
つ
い
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
。

②�

県
の
新
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
つ
い
て
は
、
県

と
の
協
議
の
中
で
６
月
ま
で
に
方
向
性

を
明
確
に
示
す
よ
う
求
め
て
お
り
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

【
生
活
購
買
事
業
関
係
】

①�

利
便
性
等
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
や
移
動
購
買
店
舗
の

活
用
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
提
案
・
説

明
し
て
い
き
た
い
。

い
全
農
の
機
能
を
活
か
し
、
契
約
販
売

や
直
販
で
積
極
的
な
事
業
展
開
を
お
願

い
し
た
い
。

④�

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
米
の
新
た
な
集
荷

対
策
に
期
待
し
て
い
る
。

⑤�

20
～
30
年
後
の
産
地
の
あ
り
方
・
将
来

像
に
つ
い
て
、
全
農
も
具
体
的
に
提
案

し
て
ほ
し
い
。

⑥�

Ｊ
Ｔ
な
ど
は
パ
テ
ン
ト
を
取
得
し
て
事

業
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
だ
け
で

活
用
・
販
売
で
き
る
品
種
・
技
術
等
の

開
発
を
進
め
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

で
フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

【
畜
産
事
業
関
係
】

①�

畜
産
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
策
と
現
場

指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

②�

県
が
新
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
立
ち
上
げ
て
い

る
が
、
全
農
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

【
生
活
購
買
事
業
関
係
】

①�

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中

で
、
地
域
（
購
買
弱
者
）
の
期
待
に
応

え
る
生
活
購
買
事
業
の
あ
り
方
を
提
案

し
て
ほ
し
い
。

②�
Ｓ
Ｓ
や
購
買
店
舗
の
指
導
を
お
願
い
し

た
い
。

◆
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
回
答

【
営
農
販
売
事
業
関
係
】

①�

今
年
度
は
直
販
課
を
新
設
す
る
な
ど
販

売
強
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
全
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

「
果
樹
王
国
え
ひ
め
」
の

み
か
ん
・
伊
予
柑
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
は
じ
め
愛
媛
産

果
実
の
消
費
宣
伝
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
『
２
０
１
２
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
４

人
を
募
集
し
ま
す
。
み
か
ん
大
使
に
よ
る

消
費
宣
伝
活
動
は
昭
和
34
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、今
回
が
54
回
目
と
な
り
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①�　

愛
媛
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）
の
元
気
で
明
る
く
好
感
の

持
て
る
方
。

②�　

モ
デ
ル
な
ど
特
定
の
会
社
や
団
体
等

と
専
属
契
約
し
て
い
な
い
方
で
、
他
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
て
い
な
い

方
。

③�　

愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
必
ず
参
加
で
き
、

明
朗
・
快
活
で
表
現
力
豊
か
な
方
。

④�　

勤
務
先
・
学
校
等
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
、
愛
媛
み
か
ん
大
使
と
し
て
年

間
活
動
で
き
る
方
。

◆
応
募
方
法

①�　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
既
存
の
履

歴
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

サ
ー
ビ
ス
判
程
度
の
上
半
身
の
写
真
を

添
え
て
、応
募
先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

青　果
販売課

愛
媛
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

２
０
１
２
愛
媛
み
か
ん
大
使
を
募
集

　

�　

書
類
審
査
に
合
格
し
最
終
審
査
に
出

席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
交
通
費
と
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
を
進
呈
し
ま
す
。

◆
『
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
の
活
動

①　

任　
　

期

　
　

平
成
24
年
９
月
～
25
年
８
月
末

②　

活
動
内
容

　

�　

全
国
各
地
で
の
表
敬
訪
問
、テ
レ
ビ
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
出
演
、
試
食
宣
伝
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
（
日
当
・
交
通

費
・
制
服
一
式
を
支
給
）。

③　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

●　

11
月
（
み
か
ん
）

　
　

東
京
・
大
阪

　

●　

１
～
２
月
（
伊
予
柑
）

　
　

東
京
・
大
阪
・
北
海
道
他

　

●　

４
月　

　
　
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

②�　

応
募
用
紙
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
・
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
・
各
テ

レ
ビ
局
・
愛
媛
新
聞
社
・
各
大
学
・
専

門
学
校
の
受
付
等
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

※
応
募
書
類
・
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間

①�　

平
成
24
年
６
月
11
日
（
月
）
～
７
月

19
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

◆
審
査
方
法

①　

事
前
審
査
（
書
類
審
査
）

　
　

７
月
26
日
（
木
）

※�

事
前
審
査
の
結
果
は
、
直
接
ご
本
人
に

連
絡
し
ま
す
。

②　

最
終
審
査
（
面
接
審
査
）

　

�　

８
月
６
日
、
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
で
面

接
審
査
を
行
い
、
４
人
を
選
考
。

　

�　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果
樹
研

究
同
志
会
長
、
女
性
果
樹
同
志
会
長
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
審
査
し
ま
す
。

※�

最
終
審
査
の
結
果
は
、
８
月
中
旬
に
直

接
ご
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

◆
任
命
式
（
８
月
23
日
）

　

関
係
者
に
よ
る
任
命
式
を
行
い
、
マ
ス

コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

◆
副
賞
な
ら
び
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

①　

愛
媛
み
か
ん
大
使
（
４
人
）

　
　

委
嘱
料
20
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

②　

最
終
審
査
出
席
者
全
員
▲

２
０
１
１
愛
媛
み
か
ん
大
使
の
皆
さ
ん

応募先・問い合わせ
〒790−8555
松山市南堀端町２番地３
JA全農えひめ青果販売課
　愛媛みかん大使募集係
　　℡089−948−5762
【ホームページアドレス】
http://www.eh.zennoh.or.jp
（６月11日公開予定）
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
青
果

販
売
課
は
、
４
月
24
日
、

松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
別
館

で
「
平
成
24
年
産
夏
秋
野

菜
出
荷
協
議
会
」
を
開
き
、
主
力
13
品
目

の
販
売
基
本
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

　

栽
培
面
積
は
、
高
齢
化
等
の
影
響
は
あ

る
も
の
の
、
タ
バ
コ
廃
作
に
伴
う
野
菜
へ

の
転
換
が
進
ん
だ
こ
と
や
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
の
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
要
領
」

（
新
規
・
増
反
）
を
活
用
し
た
新
規
増
反

推
進
等
に
よ
り
、
き
ゅ
う
り
・
な
す
・
い

ん
げ
ん
・
枝
豆
な
ど
８
品
目
が
前
年
を
上

回
り
、
全
体
で
は
前
年
比
１
０
１
％
の

２
８
６
ha
。
春
先
に
か
け
て
の
低
温
・
日

照
不
足
な
ど
に
よ
り
生
育
遅
れ
は
み
ら
れ

る
も
の
の
、
共
販
量
は
、
き
ゅ
う
り
の

５
、７
２
５
ｔ
（
前
年
比
１
２
４
％
）
を

筆
頭
に
、
全
体
で
は
前
年
比
１
１
１
％
の

１
万
３
、０
０
７
ｔ
を
計
画
し
て
い
ま
す

（
表
参
照
）。

　

夏
秋
野
菜
出
荷
協
議
会
を
開
催

共
販
量
は
前
年
比
１
１
１
％
を
計
画

青　果
販売課

に
よ
り
、
愛
媛
フ
ァ
ン
の
拡
大
と
産
地
・

消
費
地
と
も
に
風
評
被
害
に
影
響
さ
れ
な

い
「
顔
の
見
え
る
」
体
制
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
消

費
者
向
け
の
情
報
発
信
を
充
実
し
ま
す
。

④　

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

　

生
産
・
出
荷
動
向
な
ど
消
費
地
に
向
け

た
産
地
情
報
の
発
信
強
化
に
よ
り
、
信
頼

さ
れ
る
産
地
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
農

薬
適
正
使
用
・
履
歴
記
帳
、
出
荷
・
販
売

資
材
に
お
け
る
適
正
表
示
の
徹
底
に
努
め

ま
す
。

《
市
場
か
ら
の
要
望
》

①�　

栽
培
面
積
の
維
持
・
拡
大
に
よ
る
出

荷
量
の
確
保
（
ロ
ッ
ト
の
拡
大
）。

②�　

長
期
安
定
出
荷
（
施
設
化
・
気
象
災

害
に
強
い
産
地
づ
く
り
）。

③�　

適
期
収
穫
と
品
質
・
食
味
の
安
定
化

対
策
（
個
人
間
・Ｊ
Ａ
間
格
差
の
是
正
、

棚
も
ち
の
向
上
）。

④�　

高
温
時
の
鮮
度
保
持
（
予
冷
の
徹

底
）。

⑤�　

精
度
の
高
い
産
地
・
出
荷
情
報
の
発

信
。

⑥　

選
果
選
別
の
徹
底

⑦�　

出
荷
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な
販
促

の
実
施
。

⑧　

規
格
・
出
荷
資
材
の
統
一
。

《
基
本
方
針
》

①�　

生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
の
取

り
組
み
の
強
化

　
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
要
領
」
を

活
用
し
、
販
売
と
連
動
し
た
生
産
振
興
・

新
技
術
新
品
種
等
の
導
入
な
ど
産
地
化
・

事
業
化
を
進
め
、農
業
生
産
基
盤
の
強
化
・

拡
充
を
図
り
ま
す
。

②�　

価
値
の
創
造
に
向
け
た
多
元
的
販
売

へ
の
取
り
組
み
強
化

　

放
射
性
物
質
の
新
基
準
の
設
定
や
風
評

被
害
の
影
響
な
ど
青
果
物
の
販
売
環
境
が

依
然
と
し
て
不
透
明
な
中
で
、
市
場
流
通

を
基
本
に
卸
売
会
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
業

務
・
加
工
向
け
取
引
な
ど

販
売
ル
ー
ト
の
確
立
、
下

位
等
級
の
有
利
販
売
先
の

確
保
、
各
産
地
の
特
色
を

活
か
し
た
提
案
型
推
進
の

強
化
な
ど
を
通
じ
て
、
企

画
販
売
・
契
約
的
販
売
の

拡
大
と
販
売
店
・
消
費
者

に
支
持
さ
れ
る
産
地
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�　

販
売
促
進
活
動
の

強
化

　

対
面
販
売
型
販
促
活
動

や
消
費
者
交
流
会
の
実
施

平成24年産　夏秋野菜出荷計画表�
（単位：ha、トン、％）

品　　目
出荷計画 前年比（％）
面積 共販量 面積 共販量

き ゅ う り 92.6� 5,725� 109� 124�
ト マ ト 33.9� 2,716� 98� 102�
ミニトマト 8.4� 329� 98� 123�
イ ン ゲ ン 17.0� 102� 110� 127�
メ ロ ン 7.7� 9� 100� 32�
生 椎 茸 446� 77�
ピ ー マ ン 21.8� 1,148� 104� 114�
一 寸 蚕 豆 39.8� 426� 82� 87�
伊 予 な す 16.0� 1,170� 101� 104�
松山長なす 4.9� 253� 109� 113�
絹かわなす 3.8� 281� 112� 128�
枝 豆 16.4� 108� 112� 121�
アスパラガス 23.3� 295� 98� 97�
合　計 285.6� 13,007� 101� 111�
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発
電
シ
ス
テ
ム
も
装
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
仕
様
、
長
期
優
良

住
宅
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

期
間
中
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
や
広

報
誌
等
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

【
契
約
条
件
】

①　

施
工
坪
30
坪
以
上
。

②�　

県
内
で
建
築
す
る
こ
と
の
で
き
る
物

件
、も
し
く
は
土
地
を
取
得
予
定
の
方
。

③�　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
契
約
で
、

原
則
と
し
て
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に

着
工
で
き
る
物
件
。

④�　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
住
宅
取
扱
要
領

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
も
展
開
中

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
で
は
、
同
時
に
、「
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
」
も
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

住
ま
い
の
中
で
傷
み
や
す
い
バ
ス
・
キ

ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
限
定
価
格

商
品
を
提
案
す
る
他
、
外
壁
や
屋
根
の
塗

装
を
は
じ
め
、
住
ま
い
の
お
悩
み
を
解
決

し
な
が
ら
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
最
適
な
プ

　
「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
平
成
24

年
10
月
31
日
ま
で
に
着
工
・
着
手
し
た
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が
対
象
で
、
取
得

し
た
ポ
イ
ン
ト
の
半
分
以
上
を
被
災
地
支

援
に
充
て
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

事
務
局
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

新
築
・
増
改
築

な
ど
住
ま
い
に
関

す
る
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
は
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
住
宅

担
当
窓
口
、
ま
た

は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
施
設
農
住
課（
☎

０
８
９
（
９
４
８
）

５
４
７
３
）
ま
で
、

お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

ラ
ン
を
提
案
し
、
お
手
ご
ろ
価
格
で
快
適

な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に

一
定
の
省
エ
ネ
工
事
を
行
っ
た
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
際
に
耐
震
化
の
た
め
の
耐
震

改
修
工
事
等
を
行
う
場
合
に
は
、
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
』
で
は
、

社
会
的
に
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
が
進
む
中
で
、
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
省

エ
ネ
住
宅
で
エ
コ
ラ
イ
フ
。」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、平
成
24
年
12
月
30
日
ま
で
、

「
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
エ
コ
チ
ョ
イ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
企
画
型

オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
「
A
g
e
（
エ
イ
ジ
）」

ま
た
は
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」
を
ご
成
約

い
た
だ
い
た
方
に
、
①
エ
ア
コ
ン
（
６
畳

相
当
）、
②
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
「
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
４
６
０
ℓ
」、
③
遮
熱
ガ
ラ

ス
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
④
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
リ

ン
グ
ラ
イ
ト
２
台
、
⑤
節
水
型
ト
イ
レ
、

以
上
５
点
の
中
か
ら
ご
希
望
の
２
点
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

付
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
」を
標
準
装
備（
シ

ン
プ
ル
タ
イ
プ
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
）
し
て
お

り
、
オ
プ
シ
ョ
ン
工
事
と
し
て
、
太
陽
光

Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
エ
コ
チ
ョ
イ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

施　設
農住課
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11

日
本
大
震
災
か
ら
、
早
く
も
１
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
被
災
地
に
お
け

る
状
況
を
見
る
と
、
思
う
よ
う
に
復
興
が

進
ま
ず
、
今
も
深
い
爪
痕
を
残
し
て
い
る

事
が
分
か
り
ま
す
。
今
回
は
、
被
災
地
で

の
農
業
経
営
体
の
経
営
再
開
状
況
を
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
で
被
害
の
あ
っ
た
農
業
経
営
体

は
、
岩
手
県
で
21
・
８
％
、
宮
城
県
で

15
・
３
％
、
福
島
県
で
33
・
８
％
、
青
森

県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
、
新
潟

県
、
長
野
県
を
含
め
た
９
県
で
は
、
全
体

の
15
・
６
％
が
被
災
し
、
津
波
に
よ
る
農

地
の
塩
害
、
が
れ
き
の
流
入
、
農
業
用
施

設
の
損
壊
、
農
地
の
液
状
化
等
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

被
害
の
あ
っ
た
農
業
経
営
体
の
う
ち
、

震
災
後
営
農
を
再
開
し
た
経
営
体
は
、
岩

手
県
で
94
・
８
％
、
宮
城
県
で
54
・
２
％
、

福
島
県
で
56
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
で
、
営
農
を
再
開
で
き
な
い

理
由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、
岩
手
県
、

宮
城
県
で
「
耕
地
や
施
設
が
使
用
（
耕
作
）

で
き
な
い
」
が
９
割
以
上
、「
農
機
具
が

確
保
で
き
な
い
」、「
生
活
拠
点
が
定
ま
ら

復
旧
作
業
に
対
し
支
援
金
の
交
付
や
、
被

災
農
家
の
す
み
や
か
な
復
旧
に
要
す
る
資

金
が
円
滑
に
融
通
さ
れ
る
よ
う
金
融
支
援

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。）、
農
畜
産
物

等
の
安
全
確
認
（
放
射
性
物
質
の
降
下
が

み
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
農
用
地
の
土
壌

等
の
調
査
、検
査
体
制
の
強
化
等
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
　
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

な
い
」、「
営
農
資
金
に
不
安
が
あ
る
」
が

３
割
～
５
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県

で
は
「
原
発
事
故
の
影
響
」
が
９
割
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
）。

　

震
災
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
農
林

水
産
省
で
は
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等
の

復
旧
、
生
産
手
段
・
流
通
機
能
の
回
復
、

経
営
の
継
続
・
再
建
支
援
（
被
災
農
家
が

共
同
で
行
う
ゴ
ミ
や
が
れ
き
の
除
去
等
の

耕地や施設が使用できない
－ 東日本大震災による農業経営体の被災・経営再開状況（平成24年３月11日現在）より －

東農
業
経
営
体
の

営
農
再
開
状
況

経
営
の
継
続
・
再
開
の
支
援

47.9 ←岩手県
←宮城県

←福島県
31.4

2.3

99.1
96.6

6.7

35.3
48.5

2.6

2.5
6.7

0.8

41.9
39.6

2.8

0.0
0.5

96.1

1.7
4.9

0.4

生活拠点が定まらない
（原発事故の影響による場合は除く）

耕地や施設が使用（耕作）できない
（原発事故の影響による場合は除く）

農機具が確保できない

農業労働力が足りない

営農資金に不安がある

原発事故の影響

その他（病気やケガ等）

0 20 40 60 80 100％

図　被災した農業経営体が営農を行っていない理由（複数回答）
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昭和40年５月14日生まれ。南宇和郡城辺町（現愛南町）出身。
四国女子大学短期大学部卒業。昭和63年、結婚を機に就農。水
稲と野菜を担当し、農業経営に取り組む。平成７年、ＪＡえひ
め南女性部加入。平成10年、ＪＡえひめ南女性部フレッシュミ
ズ初代部会長。以後、ＪＡえひめ女性組織協議会フレッシュミ
ズ部会長、ＪＡ全国女性組織協議会理事（フレッシュミズ西日
本代表）等を務め、若手リーダーとして活躍。
平成15年に農産加工所「あぐり工房」を設立し、地元原料にこ
だわる味噌、焼き肉のたれを製造。平成19年、JICAのプロジェ
クトによりタイ国で食品加工の商品開発技術指導にあたる。平
成20年、認定農業者。平成21～23年、ＪＡえひめ南の米粉
パン専門店「手作りパン工房みなみ」勤務、生み出したヒット
商品多数。平成22年よりＪＡえひめ南津島支所女性部部長。
「ＪＡ全国女性組織活動発表」最優秀賞、「明日の農山漁村を担
う女性表彰」農林水産大臣賞、「女性のチャレンジ賞」男女共同
参画担当大臣賞等、受賞歴多数。
宇和島市津島町在住。家族はご主人と両親、娘２人。

夢
を
か
た
ち
に

　
～
女
性
の
自
立
を
め
ざ
し
て
～

　

平
成
21
年
４
月
、
米
粉
の
普
及
に
よ
る
自

給
率
の
向
上
を
目
指
し
取
り
組
み
を
始
め
た

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
に
よ
る
新
規
事
業
、「
手
作

り
パ
ン
工
房
み
な
み
」。
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
た

ち
が
作
る
米
粉
パ
ン
は
従
来
の
米
粉
パ
ン

の
、
堅
い
、
ぱ
さ
つ
く
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
ふ
っ
く
ら
も
ち
も
ち

と
し
た
食
感
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
受
け
入

れ
ら
れ
愛
さ
れ
る
パ
ン
工
房
へ
と
成
長
し
ま

し
た
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
り
目
標
、
目

的
を
明
確
に
し
達
成
す
る
た
め
、
無
我
夢
中

で
取
り
組
み
、
駆
け
抜
け
た
３
年
間
で
し
た

が
こ
の
３
月
、
突
然
訪
れ
た
分
岐
点
。
葛
藤

を
繰
り
返
し
出
し
た
結
論
は
退
職
。
そ
こ
で

私
が
決
断
し
た
道
を
快
く
受
け
入
れ
、
背
中

を
押
し
て
下
さ
っ
た
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
の
組
合

長
に
感
謝
し
な
が
ら
、
新
し
い
目
標
に
向

か
っ
て
又
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。「
食
」
と

「
農
」
を
基
軸
と
し
た
私
の
生
き
方
に
こ
れ

か
ら
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

愛
南
町
山
出
地
区
。
見
渡
す
限
り
山
と

田
、
畑
と
い
う
環
境
で
育
っ
た
私
。
後
世
に

残
し
た
い
と
今
注
目
さ
れ
て
い
る
美
し
い
棚

田
は
、
幼
い
頃
生
活
の
一
部
で
し
た
。
結
婚

を
す
る
な
ら
両
親
の
そ
ろ
っ
た
農
家
に
嫁
ぎ

た
い
と
思
っ
て
い
た
私
が
、
夫
と
出
会
い
非

農
家
か
ら
農
家
へ
嫁
い
だ
の
は
今
か
ら
25
年

前
。
結
婚
当
初
、
我
が
家
は
柑
橘
１
・
３
ha
。

水
稲
80
ａ
、
野
菜
20
ａ
を
営
む
兼
業
農
家
。

農
作
業
の
中
心
は
両
親
で
し
た
が
、
農
薬
散

布
を
し
た
そ
の
日
は
大
好
き
な
お
酒
に
手
を

付
け
な
い
義
父
の
姿
を
見
て
、
慣
行
農
法
に

違
和
感
を
持
っ
て
い
た
の
は
夫
も
同
じ
で
し

た
。
マ
ス
ク
や
カ
ッ
パ
を
身
に
つ
け
ず
、
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
元
気
に
な
れ
る
そ
ん
な
農
業

を
目
指
し
た
い
と
始
め
た
の
は
米
作
り
で
し

た
。

　

今
で
こ
そ
生
産
履
歴
記
帳
や
エ
コ
え
ひ
め

認
証
作
物
の
推
奨
な
ど
、
県
や
Ｊ
Ａ
で
も
指

導
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当

時
私
た
ち
の
米
作
り
は
み
ん
な
の
中
傷
の
的

で
し
た
。
両
親
の
理
解
を
得
る
の
に
も
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
安
全
な
お
米

を
子
ど
も
た
ち
に
」
と
待
っ
て
い
て
下
さ
る

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
こ
の

米
作
り
も
始
め
て
か
ら
20
年
余
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
私
は
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
に

参
加
。
見
渡
す
限
り
年
輩
の
方
ば
か
り
、
当

初
は
会
合
に
参
加
し
て
も
ち
っ
と
も
楽
し
く

YUMI YAMASHITA山下由美
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信
し
て
行
か
な
く
て
は
と
の
思
い
を
強
く
持

ち
、
私
を
含
め
「
食
」
と
「
農
」
に
関
心
の

あ
る
農
家
女
性
４
人
で
農
産
加
工
施
設
「
津

島
あ
ぐ
り
工
房
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当

時
平
均
年
齢
35
歳
と
ま
だ
ま
だ
若
か
っ
た
私

た
ち
に
は
資
本
金
も
な
く
、
沢
山
の
人
に
惜

し
み
な
い
声
援
と
労
働
力
を
い
た
だ
い
て
の

工
房
立
ち
上
げ
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
私
た

ち
の
取
り
組
み
が
試
さ
れ
て
い
る
と
気
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
、「
あ
ぐ
り
工
房
」
と
書

か
れ
た
小
さ
な
看
板
を
入
り
口
に
掛
け
た
の

を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。「
次

世
代
に
伝
統
の
味
を
残
し
た
い
」。
そ
し
て

「
農
家
女
性
と
し
て
『
経
済
的
自
立
』
を
し

た
い
」。
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

　

立
ち
上
げ
か
ら
10
年
。
家
庭
で
は
最
近
作

ら
れ
な
く
な
っ
た
麦
味
噌
を
中
心
に
製
造
販

売
を
し
て
い
ま
す
。『
食
農
教
育
』
と
い
う

こ
と
が
今
、
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
私
た
ち
親
世
代
の
意
識
が
変
わ
り
、
命

を
預
か
る
台
所
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
手
間
暇
か
け
て
作
る

食
事
こ
そ
が
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
す
る
と

思
う
の
で
す
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
大
切
な
も

の
。
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
ふ
る
さ
と

を
離
れ
て
も
思
い
出
す
「
家
庭
の
味
ふ
る
さ

と
の
味
」
を
残
し
て
や
り
た
い
。
そ
の
役
割

を
「
食
」
を
生
み
出
す
「
農
」
に
携
わ
っ
て

い
る
私
た
ち
農
家
女
性
が
担
っ
て
い
る
と
思

う
か
ら
こ
そ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
目
標
を
立
て

「
夢
」
を
持
ち
そ
れ
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進

め
る
の
で
す
。

も
言
え
な
い
充
実
感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
全
員
が
農
家
の
女
性
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
問
題
意
識
が
違
う
事
に
気
づ
い
た

と
き
、
自
然
と
も
う
ひ
と
つ
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
真
っ
最
中
だ
っ
た
私
た
ち
の
い
つ

も
の
話
題
は「
食
」。
こ
ん
な
田
舎
で
も
ス
ー

パ
ー
の
お
総
菜
コ
ー
ナ
ー
が
売
り
上
げ
№
１

と
聞
き
、「
作
る
食
事
」
か
ら
「
買
う
食
事
」

へ
と
変
化
し
て
い
る
事
に
危
機
感
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
農
に
携
わ
る
私
た
ち
か
ら
発

▲トラクター姿が頼もしい。コンバイン、
草刈り機、動力噴霧機など、農業機械
を使いこなすのはお手のもの！

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
不
思
議
と
辞
め
た
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
私

の
き
っ
と
力
に
な
る
。
そ
う
変
な
確
信
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
少
し
ず
つ
同
世

代
の
仲
間
を
探
す
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
45
歳
ま
で
の
若
妻
グ

ル
ー
プ
を
作
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、

町
内
か
ら
集
ま
っ
た
の
が
20
人
余
り
、
今
で

言
う
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の

立
ち
上
げ
で
す
。
月
に
一
度
定
期
的
に
会
合

を
持
ち
、
ど
れ
も
興
味
の
あ
る
企
画
で
何
と

▲小さな看板とでっかい夢からスタートした「あぐり工房」。一緒にはじめた仲
間たちと（中央が山下さん）
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　愛媛県果樹研究同志会と愛媛県女性果樹同志
会は、５月11日松山市のＪＡ愛媛別館で合同総
会を開き、牛川慎吾果樹研究同志会長（南予果
樹研究同志会・新任）、井上久美女性果樹同志
会長（西宇和女性果樹同志会・新任）ほか平成
24年度の役員体制と事業計画を決めました。
　24年度事業計画では、温州みかんの隔年結果
是正対策と高品質安定生産を最重点課題とし、
果樹産地構造改革計画の実践と果樹経営支援対
策事業の有効活用、基本管理の徹底などに取り
組むことを確認。関係機関・組織と連携し、柑
橘・落葉果樹の生産対策を進めるとともに、地
産池消による消費者交流と消費地での対面販売
など、売れる商品づくりやPR活動にも力を入
れていきます。
　また、総会では、「TPP参加に断固反対する
特別決議」を採択。TPPが国産果実需要の圧迫、
価格下落や減産など果樹農業の弱体化を招くこ
とから、交渉参加阻止に向け、国民運動に取り
組むことを決めました。
　牛川新会長は、「新体制となり、気持ちも新
たに会員の皆さんと協力しながら同志会活動を
盛り上げていきたい」と呼びかけました。

●愛媛県果樹同志会　合同総会

牛川会長・井上会長ほか新体制スタート〜TPP参加断固反対決議も採択
　24年度の主な役員は次のとおり（敬称略・カッ
コ内は所属組織）。
【果樹研究同志会】▽会長＝牛川慎吾（南予・新）
▽副会長＝松浦喜孝（西宇和・新）、石橋仁志（え
ひめ中央・新）▽監事＝宮内光樹（えひめ中央・
再）、菊池政弘（西宇和・新）、和田庄司（えひ
め中央・新）
【女性果樹同志会】会長＝井上久美（西宇和・新）
▽副会長＝岡田孝子（南予・新）、戎居和子（え
ひめ中央・新）▽監事＝菊池節子（西宇和・再）、
青井和子（えひめ中央・新）、長木真由美（南予・新）

　ＪＡグリーンえひめ「フレッシュ市」部会
は、４月28日～30日まで、「れんげ祭り」を開
き、駐車場に隣接するれんげ畑を無料開放する
ほか、各種イベントを行って消費者との交流を
深めました。れんげが満開の畑では、子どもた
ちがシャボン玉を飛ばしたり、れんげでネック
レスを編んだり、29日には移動ふれあい動物園
で小動物とのふれあいやポニーの乗馬体験を楽
しんでいました。
　この催しは、５年前から毎年開催。期間中は、
日替わりで卵のつかみどり、部会員によるうど
ん接待、えひめグリークラブの合唱などといっ
た楽しい催しに加え、2,000円以上お買い上げ先
着3,000人に、抽選で全国特産品が当たるスク
ラッチカードも配布しました。
　れんげ畑は５月上旬まで無料開放し、今年も
近隣の南吉井地区の２つの保育所から園児が訪
ねて自然とのふれあいを楽しみました。　
　同部会では、今後も定期的に「フレッシュ市

●ＪＡグリーンえひめ　れんげ祭り

れんげ畑を無料開放し交流を深める

祭り」など消費者との交流
等を通じて、利用者の定着・
拡大を図ることにしていま
す。

▲牛川会長（中央右）、井上会長（中央左）ら３役の皆さん
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か祭りなど会員参加型の「ミニイベント」の計
画的な実施など消費者との交流をより深めてい
く活動、オリジナル芋焼酎など新アイテムの投
入、日常的な料理提案・試食販売、バックヤー
ドの整備などを実施することにより、魅力的な
店づくりを進めることにしています。

と話していました。
　なお、ＪＡ全農えひめグループでは、24年度
も㈱えひめ飲料と㈱ひめライスがスポンサーと
して愛媛FCを応援しています。

　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマー
ケット「いよっこら」運営協力会（会員586人）
は、５月８日、ウエルピア伊予で平成24年度の
総会を開き、水口俊三会長（ＪＡえひめ中央管内・
再選）をはじめ新役員体制と24年度事業計画な
どを決めました。
　「いよっこら」の23年度実績は、直売所間の競
合や長引く不況等による消費の減退等により、
１人当たりの客単価は伸びたものの、来店客数
（前年比94％・42万9,099人）・売上高（前年比
98％・７億3,859万円）ともオープン７年目で初
めて前年割れとなりました。
　こうした中、消費者に支持され選ばれる店に
していくため、24年度は、新品目・品種の作付
け推進などにより、魅力ある商品づくりや豊富
な品揃えを進めていきます。また、新たな取り
組みとして、ホームページによる会員や商品・
イベント等の情報発信、梅干し作り体験やすい

　ＪＡ愛媛中央会・ＪＡ全農えひめなどＪＡグ
ループ愛媛は、５月12日、サッカーＪ２の愛媛
FCと相互協力協定を締結しました。
　これは、ＪＡグループと地域密着型で地域貢
献活動に積極的に取り組んでいる愛媛FCが、お
互いの特性を生かして、地産地消の推進や食育・
スポーツ文化の発展、地域づくりや地域振興、
人的資源・施設の相互利用などに連携・協力し
て取り組もうというもの。
　具体的な取り組みとしては、松山市の県総合
運動公園ニンジニアスタジアム内（愛媛FCの
ホームゲーム）で５月12日から11月４日までＪ
Ａグループ愛媛がスポンサー看板を出すほか、
今後はサッカー教室と食育活動を組み合わせた
イベントの実施、ホームゲームの物産展にＪＡ
特別ブースの設置等が検討されています。
　５月12日、愛媛FC対ギラヴァンツ北九州戦を
前にニンジニアスタジアムで行われた調印式に
は関係者が出席。ＪＡグループを代表してＪＡ
愛媛中央会の林正照会長が、「両者の協調・協力
関係、絆をさらに深め、地域を盛り上げていき
たい」とあいさつ。愛媛FCの亀井文雄社長は、
「心強い味方が得られた。全国に愛媛の情報を発
信していきたい。チーム力を上げて貢献したい」

▲林会長（前列左）と亀井社長（前列右）

●「いよっこら」運営協力会総会

“選ばれる店”めざし、商品と情報・交流を強化！

●ＪＡグループ愛媛と愛媛FCとの相互協力協定調印

地産地消や食育・スポーツ文化の発展で協力！

▲総会には会員229人が出席しました
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薬害や残留などの安全性を確認した上で、農薬
ごとに使い方が決められています。安全は基本
ルールを守ることから。使用方法をきちんと守
ることが農産物の安全性を確保することにつな
がります。

農愛媛県本部県本部長賞＝玉井将貴（周桑）▽
愛媛中央花き商業協同組合理事長賞＝石川清幸
（同）

　毎年、６月から８月までの３か月間は、農薬
の散布中における事故防止、農産物の安全確保、
周辺環境の保全に向けて、関係機関が一体となっ
て農薬危害防止運動に取り組んでいます。
　農薬は、病害虫・雑草への効果、農産物への

　５月３日・４日の２日間、東温市の愛媛県農
林水産研究所農業研究部花き研究指導室で、愛
媛県・花のえひめづくり推進協議会などが主催
して、第47回「えひめ花まつり」が開かれました。
　この催しは、花に親しんでもらい花の消費拡
大につなげようと、毎年開かれており、展示即
売を中心に花と緑にふれあう様々な催しが行わ
れ、大勢の人で賑わいました。会場では、ＪＡ
全農えひめがオリジナル品種のデルフィニウム
など花きの展示を行いました。
　５月３日には、「えひめ花まつり花のコンクー
ル」表彰式が行われ、ＪＡ全農えひめを通じて
デルフィニウムを出品した寺田嘉明さん（ＪＡ
周桑）が愛媛県知事賞を受賞しました。
　ＪＡ全農えひめ関係の主な受賞者は次の皆さ
ん（敬称略。カッコ内はＪＡ名）。
▽あいテレビ社長賞＝上田武志（愛媛たいき）
▽愛媛県農業会議会長賞＝堀本幸雄（同）▽全 ▲愛媛県知事賞の寺田さんと出品したデルフィニウム

●農薬危害防止運動実施中

基本を守り、農産物・農家・環境の安全を徹底しよう！

●第47回えひめ花まつり「花のコンクール」

花と緑とふれあいを深める

農薬散布後の止水期間は

７日間！
７日間は
落水
しない！

７日間は
かけ流しを
しない！

畦からの
漏水にも
注意する！

水田用除草剤や本田粒剤の
散布後７日間は落水やかけ流しをしない！

農薬の十分な効果発揮のために
散布後に、落水、かけ流し、畦畔からの漏水でなどで、農薬が
水田から流れ出てしまっては効果が低下してしまいます。
効果を十分に発揮させるには、散布した農薬を水田の外に出さ
ない「水管理」をしっかり行うことが必要です。

環境保全のために
水田で使用される農薬は、水系への安全性も確認されています。
しかし、水田ではほぼ同時期に広範囲で同じような農薬が使用
された場合、農薬使用後の短期間で落水やかけ流しをしてしま
うと、水域の動植物に影響を与える可能性があります。周辺環
境の保全のためにも、農薬が土壌などに落ち着くまでの７日間
は、水田水を外に出さない水管理を徹底しましょう。
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Ｔ
Ａ
Ｃ
っ
て
何
？ 

　
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
と
い
う
名
称
は
、
全
国

公
募
で
取
り
決
め
ら
れ
た
担
い
手
対
策

の
愛
称
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
は
、「
Ｔ
ｅ

ａ
ｍ　

ｆ
ｏ
ｒ　

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ

ｕ
ｒ
ａ
ｌ  

Ｃ
ｏ
ｏ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
農
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム
）」

の
頭
文
字
で
す
が
、
実
際
は
「
と
こ
と

ん
（
Ｔ
）　

会
っ
て
（
Ａ
）　

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
）」
と
し
て
浸
透
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
11
月
に
は
４
回
目

の
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
を
開
催

し
、２
５
０
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
農
水
省
官
僚
や
学
識

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
外
部
メ
ン
バ
ー

の
審
査
を
ク
リ
ア
し
、
愛
媛
県
か
ら
２

名
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
個
人
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
の
は
前
号
ま
で
に
紹
介
し
た
通
り
で

す
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
特
徴

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
特
徴
は
農
家
対
応
活

動
の
見
え
る
化
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
担
当
者
、
担
い
手
の
両
軸
で
訪
問

内
容
の
変
遷
を
即
時
に
確
認
で
き
る
こ

と
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
と
営
農
指
導
員
と
の
違
い
を
Ｊ
Ａ
や

農
家
か
ら
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
が
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
経
験
の
長
い
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
、「
現
在
の
営
農
指
導

員
は
受
け
身
が
多
く
な
り
が
ち
（
農
家

に
言
わ
れ
て
か
ら
対
応
）
だ
が
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
は
農
家
に
要
望
さ
れ
る
前
に
訪
問
を

実
施
し
、
課
題
を
解
決
な
い
し
持
ち
帰

る
こ
と
だ
よ
」
と
の
発
言
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
と
は
先
ん

じ
て
担
い
手
の
課
題
を
収
集
し
、
解
決

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
異
動
す
る
た
び

に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
担
い
手
の
「
ま
た

ゼ
ロ
か
ら
（
担
当
者
と
の
人
間
関
係
を

Ａ
Ｃ
を
配
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
実

験
的
に
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
の
三
間
町
支
所

が
導
入
を
開
始
し
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央

は
導
入
検
討
を
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

県
下
８
Ｊ
Ａ
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
愛
媛
県
Ｔ
Ａ
Ｃ

　

現
在
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｊ

Ａ
で
は
、
月
例
会
の
相
互
陪
席
や
品
目

の
相
互
圃
場
研
修
を
行
う
こ
と
で
、
１

Ｊ
Ａ
管
内
に
留
ま
ら
ず
、
相
互
に
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
う

ま
・
西
条
の
２
Ｊ
Ａ
の
連
携
で
始
ま
っ

た
里
芋
「
伊
予
美
人
」
の
連
携
は
、
周

桑
・
お
ち
い
ま
ば
り
に
波
及
し
、
４
Ｊ

Ａ
に
お
け
る
「
伊
予
美
人
」
連
携
の
検

討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
課
題
は
着
実

に
検
討
・
解
決
し
な
が
ら
、
得
意
な
品

目
の
情
報
を
共
有
化
し
、
そ
の
規
模
を

増
や
す
こ
と
で
共
販
体
制
を
拡
充
さ
せ

て
い
こ
う
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
も
一
緒

に
な
り
模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
組
み
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
Ｊ
Ａ
同

士
が
県
内
で
シ
ェ
ア
を
奪
い
合
わ
な
い

新
た
な
農
業
協
同
の
し
く
み
の
礎
に
な

る
の
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来

を
見
据
え
た
担
い
手
対
応
を
読
者
の
皆

さ
ん
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
）か
…
」

と
い
っ
た
閉
塞
感
を
改
善
し
、
堅
実
な

信
頼
関
係
を
異
動
が
あ
れ
ど
維
持
す
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
変
遷

　

愛
媛
県
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
県
下
に

着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
が

本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
、
Ｊ
Ａ
愛
媛

た
い
き
が
県
内
で
は
初
め
て
専
任
（
他

Ｊ
Ａ
は
基
本
指
導
員
と
の
兼
任
）
で
Ｔ

JA全農えひめ
営農振興課
県域TAC

白石　雅之

が
ん
ば
り
ま
す
！
愛
媛
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

▲５ＪＡ相互圃場研修風景
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ＪＡふるさと自慢
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地元に根づいて15年、青空市は人々の生活の一部です！
小野青空市 ～JA松山市～

インフォメーション

堀江ふれあい市
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●住／松山市堀江町甲1388－1

●URL／http://www.ja-matsuyama.or.jp/

農産物と惣菜の２本立てで、みんなの胃袋をわしづかみ！
堀江ふれあい市 ～JA松山市～

田中　泰三さん
（ＪＡ松山市　小野青空市　店長）

「直売所の激戦地区ですが、安
心、安全、鮮度、値段ともに
どこにも負けない地域一番店
を自負しています！ 　ぜひ一
度お越しください」

古見　典彦さん
（ＪＡ松山市　堀江支所　職員）

「ＪＡ松山市と合併以前の堀
江農協の時代からずっと続い
ている直売所です。冬から春
は多品種ミカンを、夏から秋
にかけては野菜や果実、バラ
エティ豊かな惣菜は連日、品
数豊富にお待ちしています」
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品

▲宮内さんのトマトハウスにて。重
量感のあるトマトは６月が旬

妥協のないトマトづくり

　こだわり生産者の一人、宮内
正臣さんは酸味と甘みのバラン
スのとれた絶品トマトをつくっ
ています。元理科の先生という
だけあって、トマトハウスに糖
度計を持参し、海洋深層水を
試したり、有機肥料と水と温度
と陽光と、さまざまな条件が重
なりあっていいものができると、
おいしいものづくりに余念があ
りません。「自分でおいしいと思

えるものしか出荷しない」がポ
リシーです。

　
平
成
10
年
の
オ
ー
プ
ン
以
前
は
味

噌
蔵
だ
っ
た
と
い
う
レ
ト
ロ
な
日
本

家
屋
内
、
広
さ
約
１
０
０
㎡
で
直
売

所
を
営
む
「
堀
江
ふ
れ
あ
い
市
」
は
、

地
元
の
会
員
約
１
８
０
人
が
出
荷
し

て
い
ま
す
。
海
に
近
い
堀
江
地
区
は

柑
橘
栽
培
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン
、
伊

予
柑
、
不
知
火
、
せ
と
か
、
は
る
か
、

新
品
種
の
柑
橘
も
お
手
頃
価
格
で
手

に
入
り
ま
す
。

　
４
月
に
配
っ
た
野
菜
苗
が
成
長
す
る
６
月
は
直
売
所
が
に
ぎ
わ
い
を
増
す
季

節
で
す
。
生
産
者
が
情
熱
を
注
い
だ
ハ
ズ
レ
の
な
い
小
玉
ス
イ
カ
や
、
95
歳
の

元
気
人
に
よ
る
伊
予
柑
を
混
ぜ
た
土
壌
で
と
れ
る
あ
ま
〜
い
大
玉
ト
マ
ト
な

ど
、
出
荷
す
る
た
び
に
即
完
売
と
な
る
逸
品
も
登
場
し
ま
す
。

　
併
設
の
厨
房
で
は
朝
４
時
30
分
か
ら
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ク
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
」

が
惣
菜
づ
く
り
。
生
産
者
に
で
き
る
限
り
還
元
し
よ
う
と
、
残
っ
た
農
産
物
も

活
用
し
、
客
層
や
季
節
に
よ
っ
て
味
付
け
を
か
え
る
気
遣
い
と
、
ア
イ
デ
ア
と
、

お
母
さ
ん
パ
ワ
ー
も
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
お
ふ
く
ろ
の
味
が
20
種
以
上
。
で
き

た
て
が
運
ば
れ
て
く
る
た
び
に
人
が
集
ま
る
人
気
ぶ
り
で
す
。

　
東
温
市
と
接
す
る
松
山
市
東
部
の
小
野
地
区
に
は
緑

ゆ
た
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
小
野
青
空
市
」
は
平
成
10
年
に
オ
ー
プ
ン
、
平
成

20
年
に
道
沿
い
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
広
さ
約

１
５
０
㎡
の
現
建
物
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

出
荷
会
員
約
５
０
０
人
、
１
日
約
１
３
０
人
が
訪
れ
る

地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
直
売
所
で
す
。

　「
小
野
青
空
市
」
で
、
よ
り
新
鮮
・
安
く
・
い
い
も

の
を
手
に
入
れ
る
に
は
午
前
７
時
の
開
店
時
間
前
の
ス

タ
ン
バ
イ
が
必
須
で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
生
産
者
の

名
前
入
り
農
産
物
を
熟
知
し
た
お
客
様
は
「
あ
の
人
の

あ
の
商
品
は
お
い
し
い
」
と
、
誰
よ
り
も
早
く
、
迷
い

な
く
買
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
開
店
と
同
時
に
レ
ジ
に

長
蛇
の
列
が
で
き
、
約
30
分
で
や
っ
と
一
段
落
。
そ
の

後
、
ゆ
っ
た
り
と
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
る
方
、
当
日
２

回
目
の
買
い
出
し
の
方
な
ど
、
客
足
は
途
絶
え
る
こ
と

な
く
閉
店
を
迎
え
ま
す
。

　
季
節
の
旬
の
地
元
農
産
物
が
一
番
い
い
状
態
で
並
ぶ
「
小
野
直
売

所
」。
夏
場
は
豆
類
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
松
山
長
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、

オ
ク
ラ
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
。
農
産
物
の
鮮
度
に
限
り
が
あ
る
暑
い
夏

は
な
お
さ
ら
に
新
鮮
野

菜
の
回
転
が
速
い
の

で
、
涼
し
い
早
朝
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
消
費
者
の

仲
を
と
り
も
つ
直
売
所

畑
安
心
と
信
頼
の

お
つ
き
あ
い

▲県道松山川内線、この旗を目印にお越しください

▲朝７時過ぎ。レジはフル稼働

▲小野支所女性部によるオリジナ
ルの「ぼかし堆肥」は作物の成
長が違います！

▲「クックふれあい」のニューフェイスたち

▲通路も広くゆったりとした店内▲厨房は早朝から忙しくも明るい声
が飛び交う

▲屋外は花々であふれている。花も主力商品の一つ

▲

具材の存在感に圧倒され
そうな巻き寿司、びっし
り詰まったちらし寿司、
これだけ入って400円
弁当

▲店舗を運営するスタッフのみなさん
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品

▲宮内さんのトマトハウスにて。重
量感のあるトマトは６月が旬

妥協のないトマトづくり

　こだわり生産者の一人、宮内
正臣さんは酸味と甘みのバラン
スのとれた絶品トマトをつくっ
ています。元理科の先生という
だけあって、トマトハウスに糖
度計を持参し、海洋深層水を
試したり、有機肥料と水と温度
と陽光と、さまざまな条件が重
なりあっていいものができると、
おいしいものづくりに余念があ
りません。「自分でおいしいと思

えるものしか出荷しない」がポ
リシーです。

　
平
成
10
年
の
オ
ー
プ
ン
以
前
は
味

噌
蔵
だ
っ
た
と
い
う
レ
ト
ロ
な
日
本

家
屋
内
、
広
さ
約
１
０
０
㎡
で
直
売

所
を
営
む
「
堀
江
ふ
れ
あ
い
市
」
は
、

地
元
の
会
員
約
１
８
０
人
が
出
荷
し

て
い
ま
す
。
海
に
近
い
堀
江
地
区
は

柑
橘
栽
培
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン
、
伊

予
柑
、
不
知
火
、
せ
と
か
、
は
る
か
、

新
品
種
の
柑
橘
も
お
手
頃
価
格
で
手

に
入
り
ま
す
。

　
４
月
に
配
っ
た
野
菜
苗
が
成
長
す
る
６
月
は
直
売
所
が
に
ぎ
わ
い
を
増
す
季

節
で
す
。
生
産
者
が
情
熱
を
注
い
だ
ハ
ズ
レ
の
な
い
小
玉
ス
イ
カ
や
、
95
歳
の

元
気
人
に
よ
る
伊
予
柑
を
混
ぜ
た
土
壌
で
と
れ
る
あ
ま
〜
い
大
玉
ト
マ
ト
な

ど
、
出
荷
す
る
た
び
に
即
完
売
と
な
る
逸
品
も
登
場
し
ま
す
。

　
併
設
の
厨
房
で
は
朝
４
時
30
分
か
ら
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ク
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
」

が
惣
菜
づ
く
り
。
生
産
者
に
で
き
る
限
り
還
元
し
よ
う
と
、
残
っ
た
農
産
物
も

活
用
し
、
客
層
や
季
節
に
よ
っ
て
味
付
け
を
か
え
る
気
遣
い
と
、
ア
イ
デ
ア
と
、

お
母
さ
ん
パ
ワ
ー
も
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
お
ふ
く
ろ
の
味
が
20
種
以
上
。
で
き

た
て
が
運
ば
れ
て
く
る
た
び
に
人
が
集
ま
る
人
気
ぶ
り
で
す
。

　
東
温
市
と
接
す
る
松
山
市
東
部
の
小
野
地
区
に
は
緑

ゆ
た
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
小
野
青
空
市
」
は
平
成
10
年
に
オ
ー
プ
ン
、
平
成

20
年
に
道
沿
い
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
広
さ
約

１
５
０
㎡
の
現
建
物
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

出
荷
会
員
約
５
０
０
人
、
１
日
約
１
３
０
人
が
訪
れ
る

地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
直
売
所
で
す
。

　「
小
野
青
空
市
」
で
、
よ
り
新
鮮
・
安
く
・
い
い
も

の
を
手
に
入
れ
る
に
は
午
前
７
時
の
開
店
時
間
前
の
ス

タ
ン
バ
イ
が
必
須
で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
生
産
者
の

名
前
入
り
農
産
物
を
熟
知
し
た
お
客
様
は
「
あ
の
人
の

あ
の
商
品
は
お
い
し
い
」
と
、
誰
よ
り
も
早
く
、
迷
い

な
く
買
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
開
店
と
同
時
に
レ
ジ
に

長
蛇
の
列
が
で
き
、
約
30
分
で
や
っ
と
一
段
落
。
そ
の

後
、
ゆ
っ
た
り
と
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
る
方
、
当
日
２

回
目
の
買
い
出
し
の
方
な
ど
、
客
足
は
途
絶
え
る
こ
と

な
く
閉
店
を
迎
え
ま
す
。

　
季
節
の
旬
の
地
元
農
産
物
が
一
番
い
い
状
態
で
並
ぶ
「
小
野
直
売

所
」。
夏
場
は
豆
類
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
松
山
長
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、

オ
ク
ラ
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
。
農
産
物
の
鮮
度
に
限
り
が
あ
る
暑
い
夏

は
な
お
さ
ら
に
新
鮮
野

菜
の
回
転
が
速
い
の

で
、
涼
し
い
早
朝
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
消
費
者
の

仲
を
と
り
も
つ
直
売
所

畑
安
心
と
信
頼
の

お
つ
き
あ
い

▲県道松山川内線、この旗を目印にお越しください

▲朝７時過ぎ。レジはフル稼働

▲小野支所女性部によるオリジナ
ルの「ぼかし堆肥」は作物の成
長が違います！

▲「クックふれあい」のニューフェイスたち

▲通路も広くゆったりとした店内▲厨房は早朝から忙しくも明るい声
が飛び交う

▲屋外は花々であふれている。花も主力商品の一つ

▲

具材の存在感に圧倒され
そうな巻き寿司、びっし
り詰まったちらし寿司、
これだけ入って400円
弁当

▲店舗を運営するスタッフのみなさん
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編 集 後 記
今月の
クイズ

●
４
月
号
農
の
風
景
「
宇
和
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
を
読
ん
で
。

子
ど
も
の
頃
、
周
り
に
あ
っ
た
田
ん
ぼ
は
、
春
に
な
る

と
一
面
の
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
、
れ

ん
げ
の
咲
い
て
い
な
い
田
は
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
春
に
な
る
と
、
当
た
り
前
に
咲
い
て
い
た

れ
ん
げ
草
で
す
が
、
実
は
種
を
播
い
て
咲
か
せ
る
と

い
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
成
人
し
て
か
ら
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
れ
ん
げ
満
開
で
す
。
今
で
も

れ
ん
げ
畑
を
見
る
た
び
に
、
思
い
っ
き
り
駆
け
回
り
、

寝
こ
ろ
び
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
は
野
菜
に
し
ろ
、
果
物
に
し
て
も
い
ろ
ん
な
品

目
が
年
間
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
が
旬

な
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
の

旬
は
こ
れ
で
す
よ
と
毎
回
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
助

か
り
ま
す
。

（
西
条
市
・
山
内　

美
花
さ
ん
）

●
春
に
な
っ
た
ら
ピ
ン
ク
や
黄
色
の
畑
が
本
当
に
ス
テ
キ

で
す
ね
。
最
近
は
、
畑
や
草
畑
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が

走
り
回
る
姿
を
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。
車
の
中
か
ら
美
し
い
景
色
を
見
て
綺
麗
だ
と
感
じ

る
こ
と
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
子
ど
も
に

は
、
虫
を
発
見
し
た
り
、
服
に
草
花
や
虫
を
く
っ
つ
け

な
が
ら
体
で
感
じ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
心
の
中

ま
で
ピ
ン
ク
色
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

（
四
国
中
央
市
・
曽
根　

ヒ
フ
ミ
さ
ん
）

●
４
月
号
「
平
成
24
年
度
事
業
方
針
」
を
読
ん
で
。
い
よ

い
よ
平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
国
内
外

の
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
っ
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の

事
業
計
画
達
成
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で

す
。
事
業
計
画
で
は
、
米
穀
事
業
が
対
前
年
比
91
％
と

低
迷
を
予
測
す
る
な
ど
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の

集
荷
が
減
少
す
る
こ
と
を
大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

米
価
の
値
上
が
り
と
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
、
農
家

経
営
の
安
定
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
西
条
市
・
石
川　

隆
典
さ
ん
）

●
４
月
号
エ
ッ
セ
ー
「
娘
と
私
の
お
弁
当
ラ
イ
フ
」
を
読

ん
で
。
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
高
校
生
だ
っ
た
頃
、
主
人

と
自
分
の
お
弁
当
も
含
め
、
毎
朝
４
個
の
お
弁
当
を

作
っ
て
い
た
頃
、
作
る
こ
と
だ
け
に
一
生
懸
命
で
し

た
。
も
っ
と
楽
し
ん
で
作
れ
ば
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い

ま
す
。

　

高
速
道
路
が
開
通
し
、
地
元
の
道
の
駅
「
み
ま
」
が
大

繁
盛
。
ず
っ
と
続
く
と
い
い
と
皆
が
願
っ
て
い
ま
す
。

（
宇
和
島
市
・
善
家　

紀
子
さ
ん
）

●
「
娘
と
私
の
お
弁
当
ラ
イ
フ
」
を
読
ん
で
、
５
～
６
個

あ
る
お
弁
当
箱
を
毎
日
変
え
て
、
そ
の
お
弁
当
箱
に

合
っ
た
色
や
形
に
お
弁
当
を
作
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ

と
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
毎
日
同
じ
お
弁
当
箱
に

入
れ
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
な
る
べ
く
少
し
ず
つ
で
も

お
か
ず
を
変
え
て
み
た
り
は
す
る
の
で
す
が
、
な
か
な

か
大
変
で
す
。
尾
原
さ
ん
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
る
日
程
を
早
め
に
本
誌
で
紹
介
し
て

も
ら
え
た
ら
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
今
治
市
・
馬
越　

美
保
さ
ん
）

●
「
ふ
る
さ
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
と
て
も
微
笑
ま
し
い
写
真

で
す
。
私
の
小
さ
い
頃
は
キ
ャ
ラ
弁
も
冷
凍
食
品
も
あ

ま
り
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
が
、
母
が
作
っ
て
く
れ
る

お
弁
当
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
今
、
一
児
の
母
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
こ
の
こ
の
た
め
に
心
に
残
る
弁
当

が
作
れ
る
と
い
い
ナ
ー
！

　

各
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
ド
ラ

イ
ブ
に
行
く
時
が
楽
し
み
で
す
。

（
上
島
町
・
三
森　

教
子
さ
ん
）

●
「
娘
と
私
の
お
弁
当
ラ
イ
フ
」
を
読
み
、
た
し
か
に
私

も
娘
が
幼
稚
園
の
頃
は
、
週
に
一
度
だ
っ
た
の
で
、
お

に
ぎ
り
を
う
さ
ぎ
に
し
た
り
、
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
に
し
た

り
と
、
凝
っ
た
お
弁
当
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

子
ど
も
が
高
校
生
に
な
り
毎
日
必
要
に
な
っ
た
の
で
、

手
を
抜
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
子
ど
も
の
喜
ぶ

顔
を
思
い
出
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
で
お
い
し
い
料
理
の

仕
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
今
治
市
・
中
永　

ユ
カ
子
さ
ん
）

★
編
集
部
よ
り
…
お
べ
ん
と
う
作
家
・
尾
原
聖
名
さ
ん
の

エ
ッ
セ
ー
に
は
、
多
く
の
方
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
尾
原
さ
ん
は
、
現
在
、「
お
べ
ん
と
う
教
室
」

を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
開
催
場
所
、
受
講
者
を
随

時
募
集
中
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ａ
女
性
部
や
地
域
で

料
理
教
室
を
開
く
際
に
は
、
問
い
合
わ
せ
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。尾
原
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、mina@

obento-sakka.com

で
す
。

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

４
月
号
の
答
え
は
「
40
（
周
年
）」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

益
崎　

君
枝
さ
ん
（
上
島
町
）　　
　

吉
岡　

辰
典
さ
ん
（
松
山
市
）

小
玉　

忠
重
さ
ん
（
西
予
市
）　　
　

上
田
よ
し
こ
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

村
上　
　

瞳
さ
ん
（
今
治
市
）　　
　

松
浦　

宏
美
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

武
田　

五
月
さ
ん
（
西
条
市
）　　
　

越
智　

伸
恭
さ
ん
（
今
治
市
）

米
花
佐
智
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）　　

乾　
　

律
子
さ
ん
（
今
治
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
24
年
７
月
13
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
８
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★５月21日は、朝から金環日

食の話題で盛り上がりまし
た。めったに見られない天文
ショーということで、愛媛
県では767年ぶりだったとか。
観測できない地域も多かった
ようですが、皆さんは観測で
きたでしょうか？
　その翌日、松山市の最高気温
が今年最高の29.4℃を記録。
７月上旬並の暑さでした。最
近は、天候不順が定番化しつ
つありますが、３か月予報で
は気温が平年並40％、平年よ
り高い40％と、今年は暑そう
です。高温対策にご留意くだ
さい。

（正直）

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
行
っ
て
い
る
「
愛
媛
み
か
ん
大
使
」

に
よ
る
消
費
宣
伝
活
動
は
、
い
つ
か
ら
行
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

「
昭
和
○
○
年
」
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〈材料・４人分〉　　※１人あたり約30kcal
新生姜	 200ｇ
　酢	 1/2カップ
　水	 1/2カップ
　砂糖	 大さじ４
　塩	 大さじ1/2

〈作り方〉
①	　新生姜は２mmくらいの薄切りにする。
②　鍋に新生姜、蜂蜜、レモン汁を入れて火にか
け、弱火～中火にして、アクをとりながら30
分煮る。
③　煮沸した瓶に詰めて保存する。

※食べ方は、トースト、アイスクリーム、ドリン
ク、ヨーグルト、ケーキに入れたり添える等。

新生姜の蜂蜜煮 新生姜の甘酢漬け新生姜の佃煮

〈作り方〉
①	　新生姜は繊維に沿ってスライスをし、細すぎ
ないように千切りにする。

②　Ⓐを合わせて沸かし、①を加えて焦がさない
ように煮る。

③　器に盛り、ゴマとちりめんじゃこをふる。

※佃煮は卵焼きに入れたり、混ぜご飯にしても美
味。

〈作り方〉
①	　新生姜はごく薄くスライスをする。
②　①を熱湯にくぐらせて、冷ます。
③　Ⓐを合わせて（甘酢）煮立てて、冷ます。
④　③に②を一昼夜漬ければ食べ頃となる。

※焼きものに添えたり、ちらし寿司に飾りつけた
り、食のアクセントにも最適！

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約67kcal
新生姜	 100ｇ
蜂蜜	 80ｇ
レモン汁	 大さじ1/2

〈材料〉　　　　　　※１人あたり約31kcal
新生姜	 100ｇ
　醤油	 大さじ２
　砂糖	 大さじ２
　ミリン	 大さじ２
　水	 大さじ４
ゴマ	 大さじ１
ちりめんじゃこ　　　　	 30ｇ

今月の素材

新生
しょう

姜
が

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
右
）
新
生
姜
の
甘
酢
漬
け
、（
左
前
）
新
生
姜
の
佃
煮
、（
左
後
）
新
生

姜
の
蜂
蜜
煮

Ⓐ Ⓐ

①伯方の塩と瀬戸内産の夏みかんを使用した熱中対策にぴっ
たりの飲料です。

②体液とほぼ等しい浸透圧に仕上げたアイソトニックタイプの
飲料です。

③カロリーが気になる人もゴクゴク飲みやすい、カロリーオ
フ仕上げです。

④安心の原料で、お子様にも美味しく飲んでいただけます。

POM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかん
好評発売中　伯方塩業㈱とのコラボ商品好評発売中　伯方塩業㈱とのコラボ商品

500mlペット

【果汁10％未満／希望小売価格140円（税抜）】

『伯方の塩と瀬戸内で育った夏みかんを使用』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

暑くなる時期にぴったりの
やさしい辛みとさわやかな香り

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


